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はじめに

平成21年に美しく豊かな自然を保護するための海岸における良好な景観及び環境の保全に係る海岸漂着物等の処理等の推進に関する法律（平成21年法律第82号）の成立以降、環境省では全国各地において、漂流ごみ・海底ごみ・漂着ごみなどの海ごみの量、組成などについて調査を行ってきました。しかしながら、非常に長い海岸線及び広大な海について網羅的に調査することは難しく、また予算も限られることから、代表地点を抽出し調査する方法にて調査をするに留まっておりました。
今回、海に興味を持たれている海洋高校の学生さんに協力いただくことにより、貴重な海ごみデータが取得できる新たな代表地点が増えるばかりか、協力いただく皆さんにも、改めて身近な海の現状について知っていただく良い機会になるのではと思っています。
この質疑応答集は現時点で想定される皆さんの疑問に対する回答を掲載させていただきました。皆さんが、実際に海岸に出て調査をされる際に、何かと役立てていただければ、喜ばしい限りです。
環境省としても、この取組を今年から始めたところであり、正直、どのような方法がベストなのか試行錯誤しているところです。今後、皆さんから、折りに触れて、気付かれた点を教えていただければ、この調査も更に良いものになると思います。よろしくお願いします。
	問1. 本調査の目的は何か。


（答）
１．環境省では、全国各地において海岸漂着物の漂着量、組成等の調査を行っております。
しかし、予算の関係から地点数が７地点と限られており、日本全国の網羅的な調査が行うことができません。そのため、全国各地にある海洋高校に協力頂くことによって、地点数を増やし、より広範囲で海岸漂着物のデータを入手しようとするものです。
２．また、海洋に大きな興味を親しみを持たれている海洋高校の学生の皆さんが、実際に海岸に出て自らの手で調査頂くことにより、身近な海の現実の一面に触れていただき、更に海に対する興味を深めていただければと考えています。
	問2. 本調査の結果をどのように活用するのか。


（答）
１．本調査の結果については、環境省がその他で行っている海ごみ調査と同様、報道発表させていただくとともに、環境省のホームページにも掲載させていただく予定です。その際には、協力頂いた海洋高校の名称についても掲載させていただきます。
２．また、調査の結果は、他の調査地点の結果も含めて海洋高校にお返しさせていただきます。学生に皆さんが、全国の他の海岸の状況と自分たちに故郷の海岸の結果を比較しながら、自由研究や発表に利用していただければ、嬉しい限りです。必要に応じて、環境省職員等による出前授業も予定していますので、御活用下さい。 
	問3. 本調査を実施するに当たって、特に準備するものはあるのか。


（答）

１．既に学校で海ごみ回収などのイベントを毎年行っており、そのイベントの際に本調査を行おうと考えられている場合は、特に学校側で御準備いただくものはありません。調査を行っていただくに当たって必要となるもの（調査を記入する野帳等）は、こちらで準備させていただきます。
２．なお、この調査を新たに始めることを考えておられる場合は、いつでも構いませんので、お気軽に当方まで御相談いただければと思います。ごみ袋、軍手、野帳、簡単な軽食等は、可能な限り、こちらで用意させていただきます。
（これから新たに調査を始める場合）
	問4. 調査の規模（人数・調査範囲・時間）は、どの程度を考えていればよいのか。


（答）

１．各校で御事情もあると思いますので、特に定型的なものは決めていません。こちらとしては、最大全校生徒が参加する調査、最小で学生さん一人の課題研究ということもあると考えています。（いずれの規模にも合うようなマニュアルを御用意させていただく予定です。貴学校で想定されている規模について、お気軽に御相談いただければと思います。）
２．例えば、参加人数10人程度であれば、調査範囲は海岸長50メートル×幅10メートル、所要時間はごみの量にもよりますが半日程度、調査頻度は最低年１回（季節毎に1回、計４回実施していただいても構いません。）を想定しております。学校の方で、この調査の結果をどのように活用してくのかによっても、調査の規模は変わってくると思います。

	問5. 学校行事の一環として、この調査に取り組むのか。


（答）
１．特にこちらから、こうでなければならない、というものはありません。これまで、幾つかの海洋高校を訪問させていただき、各校の先生とお話しをさせていただいた結果では、クラブ活動の一環、又は生徒の研究課題などとするのが取り組みやすいであろうとの、御意見を頂戴しています。
	問6. 回収したごみはどのように処分すればよいのか。


（答）
１．個々の自治体によってボランティア等によって回収したごみの処理方法は異なっています。まずは地元の市役所又は役場にお問い合わせ頂ければと思います。その際、何か困った点がございましたら、お気軽に環境省まで御連絡下さい。関係する自治体にこちらから確認させていただきます。
	問7. この調査に協力することによる水産高校のメリットは何か。


（答）
１．本調査により頂戴したデータは、他の調査のデータと合わせて整理・分析し、その結果を報道発表する予定としています。さらに、環境省のホームページでも公表させていただく予定です。その際は、協力いただいた海洋高校の名称（クラブ名、個人名も可能です。）についても掲載させて頂く予定です。これにより、貴校がこの調査の大事な一翼を担っていることが、広く報道機関や一般の方々に知っていただくことができます。
２．また、この調査を通じて身近な故郷の海の実態を改めて知ることにより、海洋環境問題について理解を深めていただくことになります。また、他の調査地点のデータと合わせて、全国の調査結果をお返しすることができますので、その調査結果と自らのデータを比較することにより、自分たちの故郷の海の置かれた現状をより詳細に知ることができます。その結果は様々な機会に、生徒さん自ら発表していただければと思います。なお、御要請があれば、環境省職員等が出前授業を行うことも可能ですので、お気軽に声を掛けていただければと思います。
以上、その他不明点がございましたら環境省海洋環境室（03－5521－9025）までお願いいたします。


